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展示順序と観覧者の認知における差異の考察

A STUDY ON THE RELATIONSHIP BETWEEN EXHIBIT ORDER
AND VISITOR'S RECOGNITION
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1 研究の目的
今日の博物館は,生涯学習機関として活用されている その中で

も展示空間は,博物館の成果を多くの人々に示す手段として重要で

ある 展示空間の計画においては,展示物を観覧者に理解しやすい

配置にすることが求められる これまでの博物館研究では,展示に
対する観覧行動や配置についての研究が中心であり,実際に展示物

を理解するための基礎となる展示物に対する観覧者のFreについて

は,ほとんど議論されていない注11観覧者は,視点の移動に伴い

変化する連続的な体験によって展示内容を把握する その手がか

りとして観覧者は,展示物の位置情報をまず認知する

本研究では,展示順序と展示内容が観覧者の認知とどのように関

係しているかについて明らかにする これにより展示計画における

展示物の配列の仕方に関する手がかりを得ることを目的とする

20 研究方法および調査の概要
研究方法としては,まず展示全体に対する観覧者の認知状況を

捉える調査を行い,さ らにまた展示物の内容に対する印象を捉え

るために補足調査を行った

211 調査対象の選定

今回の対象は,観覧者が時系列上に一定の連続的な体験をする

ことができ,展示物の順序効果をもたらすものとした したがっ
て展示配置が,一つの方向性しかもたない線型状であること,ま

た各展示プースの容積は,均一であること 筆者が展示の企画・
運営にかかわれることを条件に調査対象を選定した 調査は,
1994年 9月 14日 ～16日 ,10:00～ 18:00パシフィコ横浜の

展示会場B3ブース内 【図 1～ 3】 の特別展示注かを対象とした
[本調査]は,各展示物の位置において観覧者の印象の強さと

その正確さを明らかにするため,写真識別法注"を用いて被験者

に展示観覧後,展示物の場所の位置を推定させた つぎに観覧者

の再生パターンを類型化し,その正答率から展示順序と観覧者の

認知における差異を明らかにした

[補足調査]では,各展示物の内容における類似・相違性を明

らかにするために,写真識別法で使った写真を刺激対象として

SD法とつ を用いて因子分析を行った 被験者は,建築学科の大
学生 50名である 【表 1】 とつ

・ 横浜国立大学 大学院生 工修

“ 横浜国立大学 助教授 工博

Cradua"Student,Craduate School of Engineering,YOkOhama National Univ,
ME略
Assoc Pro■ ,Dept of Architecture,Yokohama Natlonal Univ"所 Eng
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【図 1】 展示物の写真

D:東京芸術大学

【図2】 展示内容

A: E{t,l. I gl/ f .r 7[ffi a I r:F. 切断された我 の々肉体と精神を接合す

ること

観覧者が今回の都市空間の中で社会階

級における住み分けが生じている状況を

認識すること

観覧者が壁を任意に動かし空間の歪み

を体験すること

観覧者が多様な表情を持つ手に招かれ、

語りかけられるような意識をもたせられ

ること

雛 者が踏み板に乗って,膜壁を動か

すことで自己と空間のつながりを感じる

こと

観覧者がビニールバイプの中に入り,

送園機によって選られるその構日本を自

立させるだけの風のエネルギーを体験す

ること

8:スコ■ス

' 1観
衆の手 歓声,ダンポー

とホームレス |ル 新聞紙 都市の風景

0:Aア イン 1可動式壁,アインシュタイ

シュタイン |ンからの手紙

D:Fカ フカ 1手

E:観覧者 1膜壁,ワイヤー,IIIE.踏
み板

F:空飛ぶ人 1風 ,ビニールバイプ (風を

感じてもらう構造体)

C:H.7-v> | t)>i, 4>'r- tt, *, 雛 者鳩見覚・聴覚・聘説・味覚 鰻

を通して,H7-レンが言う `′共コま覚

(人 FE5の二感を統合するもの)"を活性化

すること

展示意図は,ハプニングとして内外のH:観覧者 1ここに訪れる他者の観覧者,

テレビモニター 観覧者たちの関係をつくりだすこと 空
FH5はこ分されその間に扉を設け内から開

けられず、中に開じ込められた観覧者は.

その姿を外のテレビモニターで他者に見

られてしまう仕掛けになっている

“

社会制度を 1檻,宙に舞う窓 観覧者が生まれながらにして存在する

社会お1度内の世界と,その制度に拘束さ

れない外の世界の存在を認識すること

観覧者が潜む過去の触念や悔しさを死

の瞬FHnに 失われ心から解き離れを体験す

ること

観覧者が,ディズム的な意志や像を実

体験すること

代入可能な『ライ麦畑でつかまえて』に

登場する空虚な―風景をつく
',だ
し,観

覧者がその自由な息考や行為によってそ

の空虚な空間を埋めること

観覧者を殺人現場へ招きそこで行われ

た事件を回燎してもらうこと

観覧者が多様な表情をもつ壁から閉所

`も

な心理状態を体験すること

忘れた人

」:自殺志願者 1錆びた鉄板、胎児の劇敬.砂

KIMサ ド l li、 シーソー,鉄パイプ

L:D41リ ン 1青空を想わせる壁パネル.

ジャー 1芝生,椅子.机

M:憂鬱な人 1赤ぃ液体.白 タイル、風

N:囚われ人 1鏡の壁、黒い壁
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【図3】 調査対象の展示平面図

→

入口 昇
⑬
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③

A

【表 1】 被験者の属性 単位 人 【図4】 展示物の位置と正答率

22 本調査の概要
本調査では,調査内容の告知なしのもと観覧した直後の被験者

に展示物A～ Nの写真カード【図 1】 を展示ブースの枠だけ表示

された平面図の正しい位置に配置してもらった (写真識別)

つぎに被験者に「最も素晴らしかった展示物の大学名Jを一つ

あげてもらった (展示物評価)

本調査の被験者は,建築仕上フォーラムの展示会場内で日常生

活で図面を見たり描いたりする建築・建設業に携わる社会人や学

生 114人である 【表 1】 注6)

3 写真識別法の結果
写真識別の結果から,まず被験者が再生した各展示物における

順位 (以下,再生順位と記す)の総数と中央値を出す 【図4)は ,

各展示物A～ Nにおける全被験者の正答率注7)を示したものだ

が,これにより正答率の高い展示物は,A・ N・ Bの順であった

グラフから系列位置効果注8)が認められ,正答率は初めと終わり

の方の展示物において高く,中間辺りに位置するほど低い

つぎに 【図 5】 は,再生した順序を示したものだが,被験者は

最初からA・ B・ Cと順に再生しはじめていることが多い 真ん
中に位置する展示物は,系列位置効果の影響から最も遅いと思わ

れる しかし実際にHの再生順位は,両隣のGや Iよ り早い こ
れは,Hが他の展示物と比べ最も印象に残った (評価数が多い)
ことが影響していると考えられる 【図 6】 と9'

最後に 【図 7】 から正答率と再生順位の関係をみると,再生順

位の早い展示物は正答率が高い したがって被験者が再生すると

きには,自分の記憶を確かと思う展示物から先に記していると考

える

展示物の位置

【図 5】 展示物の位置と再生順位

ABCDEFCHI」 KLMN
晨示物の位置

【図6】 被験者による最も素晴らしかった展示物の評価数
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【図7】 展示物の再生順位と正答率
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【表2】 被験者の再生パタニンによる類型化

40 再生パターンによる類型化の試み
ここでは被験者の再生パターンの類型化を行った そして各再

生型の正答率から展示順序と被験者の認知における差異を明らか

にする

被験者が再生する展示物の位置の軌跡をたどると,被験者が再

生する展示物にはいくつかのまとまり注Ю)が確認された そこで

ここでは,最初のまとまりからつぎのまとまりに移る変位lt l Dに

着目した その変位数が 1以下 (連続再生型),3以下 (隣接再
生型),4以上 (個別再生型)の 3つ に区分した 【表 2】 茂0 以
降,3つの再生型の特性について記す
41 被験者の再生パターシ
連続再生型では,実体験した時間 空間・順序においてとぎれ

なく連続して再生している 被験者は,正方向もしくは負方向の

時系列に従って連続に再生していくタイプである

隣接再生型では,順序・間隔 中断を問題とせずに単に隣り
合った展示物の前後関係を頼りに再生している 被験者は展示物

が現れた順序とは無関係に隣接した展示ブースを正方向と負方向

の両方からまとまりをもたせて再生する

個別再生型では,再生が不規則で個人差が大きい 連続した実

体験が再生時に分断され点在し,展示物の展示順序にかかわら
ず,記憶が確かと思う順にばらばらに再生するタイプである
42 展示物の正答率と再生パターン
つぎに正答率と再生パターンの関係について考えてみると(図

8】 から各再生型の正答率は各々異なることがわかる 個別再生

型の正答率は,他の再生型と比べて低い つまり展示物の系列位

置をバラバラに覚える場合は,正答率が低い これに対して隣接
再生型の正答率は,他の再生型と比べて高い

隣接再生型の被験者は展示物A～ Dと N～ Lに まとまりをも
たせる傾向があることから,観覧者の多くは,隣接する展示物に

まとまりをもたせて記憶しているといえよう

50 展示物の内容における類似 相違性
観覧者が複数の展示物をまとめて記憶 していることについて

は,隣 り合った展示物の内容が類似していることが要因となる場

展示物の位置 展示物の位置

(35名 )

展示物の位置

数字は該当する人数を示す

【図8】 再生型別にみた正答率
連続再生型 隣接再生型 個別再生型

33% 46・. 22%

【表 3】 固有値・累積寄与率・因子負荷量
因子 1

評価性

因子2

カニ性

困子 3

活動性

固有値 474 377
累積寄与率 061

ばらばらな⇔続―感のある 006 -035
軽い0重 い -002 002
幻想||な⇔現実的な 046 ‐012
陰気な⇔ 陽気な ‐033 ‐029
冷たい0理かい 001
派手な0地曖な 0 ‐01
好きな●嫌いな 螂
抽象的な⇔具体的な 034 ‐005
ごみごみした0すっきりした -005

快適な0不快な -049

遼い0美 しい ‐028 022
親しみやすい⇔競しみにくい 018 -061
日常||な ⇔非 日常的な ‐O Oi ‐01
複雑な0単純な ‐038 -031

【表 4】 因子スコア
因テ 1 因子 2 因子 3

-091 l o9 1,3
201 -046

:賣東大学 023 261 292
DI東京芸術大学 1 47 ‐002 ‐076
EI横浜日立大学 ‐059 187 ‐002
:東京理14大 学 016
G:神奈川大学 ‐058 ‐27 ‐066
H:明治大学 031 12 ,02
:京都大学 028 013 ‐007
1芝浦工業大学 ‐011 ‐043 ‐25
KI武蔵工業大学 009 ‐049 026
LI工学院大学 ‐207 051 021
MI早稲口十日本女子大学 141 ‐O13 182
N:東京都ユ大学 089 ‐008 101
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注

1)近年の展示に関する研究は,文 -2による観覧者行動の追跡調査により展
示解説が来館者行為に与える影響に関する研究,文-3のスペースシンタッ
クス理論を用いて展示方式と鑑賞行動をみた研究などがあげられるが,い

ずれも行動を扱つたもので,展示物に対する個人の印象についてはふれら

れていない

2)テーマは,「ヒトJである 設計者は,各展示プースごとに特定の人物像を
設定しその背景となる物語を手がかりに空間を制作してもらつた また条
件は,展示ブース内に設定人物に関する印象や記憶を呼び覚ます展示品を

設置することである 特に観覧者がそれを実体験できるようにスケールを
1:1に し参加性のある展示を求めた なお全展示規模は33m× 60m×
34m, 1ブース当たりの展示容績は18m× 47m× 34m そして展示
全体における外壁は現場用仮設足場にネットを張り,間仕切り壁は木製パ

ネルでつくられている

3)被験者は,展示物の写真 (Lサイズ)を手がかりとして展示物の位置を再
生する ここでは,被験者が展示物の位置と展示物の内容を対にして記憶
していることを前提としている

調査手順は,まず調査員が技験者にあらかじめフェイスシートに描かれ

ている略図とパネルに張られた14枚の展示場の写真を見せる そして「つ

ぎに各展示写真が適切と思われる場所に記号を当てはめて下さい 」と口頭

で指示しフェイスシートにその場所α立置を推定してもらう仔がかり再D
その時調査員は,被験者が再生した各展示物の順位を別紙に記した

カメラのレンズは,281●の広角レンズを用いた 写真撮影は,各大学の
晨示設計者と話し合い,展示意図を重視して行った
4)各展示物には,何 らかのまとまりのある印象が存在していると仮定する そ
の何らかの印象を意味尺度から複数の形容詞対によって表現しその展示働

の特性を提えようとした

調査手順は,まず適切な意味尺度を得るため,14枚の各展示写真を多く

の人に見せて,農示空間を表現する形容詞を集めた また過去10年間の先

行研究から空間表現に使われている形容詞を集め分類 .整理し,展示空間
の形容詞対に有効と思われるものを55対に絞った

つぎにその形容詞対を用いて予備実験を行い,その因子分析の結果から

7つの因子がまとめあげられた そして複数の視点 (固有値・寄与率 因
子負荷長)か ら新たに形容詞対を決めた その結果,14の形容詞対による
7段階の意味尺度を定めることができた なお展示写真を見せる順番はそ
の順序効果を避けるために被験者ごとにランダムで異なつている

5)対象は,横浜国立大学の建設学科建築学コースの学生 (学部 2年～修± 1
年)である 補足調査において被験者を建築学科の学生に限つた理由は,本

調査の被験者で学生が約 7割を占めていたからである また過去の同様な
研究で一般の人では言葉による空間表現を検出するのが困難なことが確か

められているからである →文-1)pp42
6)建築仕上フォーラムの全入場者数は,60237人である なおその属性は,
建築・建設業者が563%,商社・メーカー・官公庁が277%,学生・その
他が 16%である その内被験者は,本特別展示に訪れた観覧者のなかで無

作為に選んだ

7)正答率=(位置と内容の整合数 /総数)X lllll
8)「系列位置効果 lseral posltlon erect)]と は,記憶または学習の実験にお

いて,東1漱系列内の各要素がその系列中の位置によって学習や再生または

再認の難島度を異にすること 初めの数項目の正答率が高いことを「初頭
効果 (灘
…
effect)Jといい,終わりの数項目が高いことを「新近性効果

lrecexv effect)」 と呼ぶ →文-6,8)
9)被験者のうち学生は73人で,そのうち在籍大学を回答した学生は55人で
ある その内訳は,東京工業大学 3人 ,昭和女子大学 2人 ,東京芸術大学
1人 ,横浜国立大学 7人 ,東京理科大学 2人 ,神奈川大学 1人,明治大学
7人 ,京都大学 2人 ,武蔵工業大学 1人,工学院大学 2人 ,早稲田大学 5
人,日本女子大学 2人 .東京都立大学 1人,他大学13人 (なお武蔵野美術

大学と芝浦工業大学は0人 )である その55人中19人は自分の在籍大学
の農示物を評価した このことから出身大学による評価影響はあまり無い
と言える 社会人は41人のうち7人が出身大学を回答しており,こ のうち

出身大学の展示物を評価した人は0人であった また展示物の位置の再生
との関係はみられなかった

10)まとまりとは,観覧者が隣接する複数の展示場をグループ化した情報のか

たまりのことである ⇒文-5)
11)変位とは,被験者が展示物を再生するために,その拠り所となるアンカー

ポイント (手がかりとなる起点)の位置が変わること

12)各類型の実例を以下に例示する 連続再生型は,変位が0ま たは1回 (―
時別の位置を再生するが,す ぐもとのまとまりに戻って再生する)隣接再
生型は,変位が2または3回 (展示物Aと Nの両方の位置を起点として再
生する)個別再生型は,変位が4回以上 (常に起点が激しく揺れ動きなが
ら再生する)ただし被験者の展示物における全再生数が 6個以下の場合は

分類不可能と見なし省いた (114人 中9例 )

▼連続再生型

変位0の例
(24歳男子学生)

▼隣接再生型

変位2の例
121歳響 生)

▼個別再生型

変位5の例
(25歳男社会人)

変位 1の例
(21餞男子学41

変位3の例
(22ほ響 り

13)Dス コアとは,情緒的意味空間において展示物を位置づけた後,各展示物

間の距離関係を数量化した指標のこと その数値から各展示物間の類似度
を読み取るものである DPQ2-Σ (pl― q,2→文-7)
14)因子数を選定するにあたっては,固有値が 1以上で,累積寄与率が約080
に至った時点までとする 【表 3】 から第 3因子までが非常に高い説明力を

もつことがわかった 本研究ではDスコアを求めるため,これら3つの因
子を3次元の― 軸の情緒的意味空間に置き換える
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